
■翌年度以降も持続可能な取組とするための手法

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず関連する大学や団体等との連携体制も示すこと）

令和6年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」

①大学スポーツムーブメントモデル創出支援事業 企画提案書（事業概要資料）

実施計画名 仙台大学バレーボールホームゲームin柴田 ～柴田町総合体育館オープン記念～

主催者には（※）を付してください

大学名 仙台大学

主 催 者 仙台大学・柴田町 実 施 種 目 バレーボール 対戦チーム （早稲田・駒澤・明治など）大学

実 施 時 期 令和６年１１月１７日（日） 実 施 場 所 柴田町総合体育館

■実施概要

■ホームゲーム内容 ■大学スポーツムーブメントを創出するための施策

仙台大学（※）

［企画］
職員：13名
学生：10名
［運営］
職員：10名
学生：60名

バレーボール部
職員：４名

学生：約100名

バレーボール部
（早稲田・駒澤・明治など）

学生：23名
教職員：2-3名

バレーボール協会
スポーツ少年団など

宮城県・柴田町など

スポーツ団体

情報共有/連携/支援 事業協力・支援

事業協力

仙台大学男子バレーボール部と〇〇大学男子バレーボール部の交流
試合
（１）交流試合前に小・中学生を対象としたバレーボール教室を実
施する。
（２）オープニングパフォーマンスとして「とみやマーチングエ
コーズ」の演奏を披露する。
（３）バレーボール教室参加者及び地域住民を観客として招き、交
流試合を開催する。

翌年度以降は、東北六県の大学を中心とした各県の代表チームによ
る交流試合の実施を検討する。また、小・中学校の児童・生徒に加
えて、ママさんバレーに対してもバレーボール教室の実施を行い、
スポーツを通じて交流する場の提供と、地域に密着した大学として、
スポーツを通じた子供たちの健全育成と地域創生の一助となる。

学生リーダーを中心に学生グループを組織しての開催
（１）スポーツサービス
・バレーボール教室（小・中学生を対象として）
・保護者向けの栄養セミナーや補食のお試しブースの展開
・トレーニング教室子供や子供を持つ中年、年配者など
（２）イベントの盛り上げ
・ＤＪの設置
・ライブ配信
・地元ＴＶ放送局（東北放送・仙台放送など）との連携
・スポーツ情報サポート研究会の活用
（３）地元柴田町との連携協働により町内外の多くの人を集める
・地域物産の販売
・ショップの展開
（４）スポーツコンサルティング
・チーム・個人のスポーツの悩みにこたえるブース設置

自治体
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